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1.は じめに

　情報やモノのグローバル化は,私 たちの社会をとら

える見方を広げ,我 が国の社会構造に変革をもたらし

ている。 しかし,そ れに伴 う競争の激化によって,こ

れまでの産業の在 り方が見直され,国 レベルの社会発

展に大きな影響を与えている。 このように,今 日のグ

ローバル化 した社会をとらえるには,ロ ーカルな視点

も踏まえた社会の見方を育むことが必要不可欠となっ

ている。

　 しかしながら,過 去のグローバル化 を踏まえた初等

社会科授業の多くは,国 際社会 との繋が りを認識 させ

るもので,各 国の社会構造や影響に踏み込んだ実践は

少ない。

　そこで,附 属3校 の叡智を結集 し,グ ローバル化を

とらえる新たな社会科単元を中 ・高学年で構成 し,授

業開発 ・実践を行った。本研究の研究方法を以下に示す。

ての本年度(第1年 次)の 成果 と課題を中心に述べる。

　では,最 初に現代のグローバル化に関する社会の仕

組みや構造について検討 しておこう。

(1)グ ローバル化に関する過去の実践の分析

　 ・各国のグローバル化に関する対応の調査。

(2)グ ローバル化する社会の構造に関する検討

　 ・グローバル化する社会の構造化

　 ・単元開発における手段の共有化

(3)グ ローバル化する社会の要因を踏まえた授業

　 開発 ・実践

　 ・複数の単元における授業開発 ・実践

(4)実 践で得た情報や児童の変容の検討

　 ・教材開発内容の違いにおける児童の変容

　 ・発達段階の違いにおける児童の変容

(5)本 研究の成果や意義の検討

　 ・新社会科教材 としての意義

　 ・附属問連携における研究の意義

　本稿 では,研 究方法で示す 「(2)グ ローバル化す る

社 会の構造 に関す る検討 」,並 びに 「(3)グ ローバル

化 す る社会 の構 造 を踏 ま えた授 業開発 ・実践」につい

2.グ ローバル社会の概念的枠組み

(1)グ ローバル化 とは

　 グローバル化の様相 に関 して,こ れまで に様々な論

考が示 されてい る1)。 これ らの先行 文献を整 理す る と

次の よ うにな る。

　 グローバル化 とは,「 情報通信技術の進展,交 通手段

の発展,国 際的市場開放」 を起因 として,「 人,物 資,

情報の国際的移動,相 互依存性」が活性化 してい き,

経済面では 「自由貿易の進展,競 争主義,民 営化,規

制緩和の進展,資 本の国際的流動化,多 国籍企業の支

配,物 流ネ ッ トワー クの発達,イ ンターネ ッ ト,通 信

衛星な どによるデー タ量の増大,地 球的規模 に適用 さ

れ る標準 ・基 準の増加,経 済格差 の増大 」,ま た,文 化

面では,「 異文化交流機会の増大,文 化的差異の減少,移

住者の増加 」,そ して,環 境面で は,「 地球的環境問題

の増加,多 国間環境問題 の進展」 とい った,経 済 ・文

化 ・環境の3面 に対す る課題 を生 じさせ る現象である。

　 グローバル化 自体 は,今 に始ま った現象で はない。

これまでの歴史的過程の 中で,植 民地支配 に伴 う物資

流通の グローバル化等,様 々な現象が存在 して きた。

　 しか し,現 代の グローバル化は,単 に物流 とい った

面だ けでな く,文 化面,環 境面等,様 々な場面 におい

て影 響 を与 え社会問題化 してい るこ とが大 きな特徴 と

言 える。

　本研究では,こ の よ うな特徴 を踏ま えた現代の グロ

ーバル化 した社会 を 「グローバル社会」 とした。その

上で,グ ローバル社会の構造や我 々への影響,そ の要

因 をと らえ,こ れか らの未来社会 について考 えてい く

学習を,「 グローバル社会学習」 と定義 して研究を進めた。
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　 それでは,我 々の生活 におけ る経 済面,環 境 面,文

化 面等の影響 が顕在化す るグ ローバル社 会 とは,一 体

どの よ うな構造 になってい るのだ ろ うか。 グローバル

社会 の構造 を示 した図1を 基 に示 した。

(2)グ ローバル社会の構造

　図1で は,既 存の社会が,情 報通信技術の進展等に

伴い,人,物 資,情 報の国際移動が増加することでグ

ローバル化 し,経 済面,文 化面,環 境面において様々

な問題が表出す る様を表 している。

　既存の社会とは,私 たちが所属す る国レベルの範疇

の社会を想定している。そこでは,当 然のことながら,

自国の社会の維持 ・発展のために,経 済面や文化面,

環境面において様々な取 り組みが行われている。問題

が発生した場合でも,各 領域の取 り組みを調整 しなが

ら自国の範疇で対策を行い,解 決がなされてきた。

　例えば,経 済面では,自 国の産業を中心とした国内

市場を守るために,外 国の資本や輸入の影響に左右 さ

れないよう,外 国との貿易に関する規制を強める対策

が行われてきた。

　文化面では,各 国の人々が長い歴史を通して培って

きた自国文化を今後 も継承していくために,伝 統的な

産業や文化財などが保護 された り,独 自に育んだ生活

習慣や行事を大切に した りす るなど,自 国の文化様式

を守る対策が行われてきた。

　環境面では,人 々が生活していくための自然環境や

社会環境が守られるように,国 内の開発によって起こ

る様々な環境問題に対し開発規制 を行った り,法 令が

整備 された りす る対策がなされてきた。

　 このように既存社会では,自 国が維持 ・発展してい

くためのシステムが,社 会の中に構成されているとい

える。

　 しか し,近 年,情 報化等の社会変化によって,こ の

システムが うまく機能できない状態が生 じている。

　これまで 自国で発生 した問題の多 くは,自 国の取 り

組みを起因 とするものが大半であったが,グ ローバル

化によって 自国の範疇を超えた ところか ら要因がもた

らされるようになった。これにより,自 国で発生 した

問題を自国で解決することができなくなってきている。

　例えば,日 本社会における経済面に関する問題とし

て,第 一次産業や伝統工芸 といった国内産業の維持に

関する問題がある。これまでも,消 費者ニーズの多様

化や価格の安い輸入品による需要の落ち込みや後継者

不足な どか ら問題視 されてきたが,そ の都度政府の補

助金な どによってこれ らの産業を保護する対策が行わ

れ,既 存社会を維持 してきた経緯がある。

　 ところが,近 年のグローバル化によって,国 際政治

における各国間の相互依存関係が深化 し,世 界の国々

が互いに連携する機会が増大 した。これにより,経 済

面では,互 いの国々が経済発展できるよう,貿 易の 自

由化に関わる経済連携が盛んに行われた り,諸 外国 と

定めた国際ルールに伴って,既 存社会の規制緩和によ

る外国資本の国内市場参入が進んだ りしたことで,こ

の問題が顕在化 した。こういった問題は,経 済面に限

ったことではない。

　文化面では食の多様化による米離れや魚食離れとい

った和食文化の衰退,環 境面では 日本国内のPM2.5に

よる大気汚染問題もしか りである。

　つま り,グ ローバル化によって生 じた国内問題の多

くは,情 報化な どによって国同士の距離が縮まったこ

図1　 グ ローバル社会の構造
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とで,そ れまで 日本で行われていなかった り,日 本に

入ってこれなかった り,人 々が気にしていなかった り

したことが,人 や物,情 報を通して 日本に伝わったこ

とで生じた問題 と言 える。それ故に,国 内問題 といっ

ても,日 本だけで解決す ることができない社会構造と

なっている。

　他方,そ れらの問題が生まれ るもう1つ の背景とし

ては,自 国の経済や文化,環 境を中心に,社 会をとら

えていた人々の見方 ・考え方(社 会をとらえるローカ

ルな見方 ・考え方)も 大きいと考える。

　例えば,経 済面では,日 本が世界の貿易黒字国であ

る一方,関 税やセーフガー ドなどの輸入規制をかけた

り,補 助金を出した りしてまで国内市場や自国の経済

的発展を重視す る見方 ・考え方,文 化面では自国の文

化様式の維持へこだわ りながらも異文化に対して排他

的にとらえる見方 ・考え方,環 境面では自国の環境問

題が及ぼす他国への影響を考慮 しない見方 ・考え方な

どがある。

　今後,グ ローバル化が増々加速 していくことを考え

ると,私 たちは既存社会をとらえる見方 ・考え方だけ

でなく,世 界経済の動向や多文化の共生,地 球環境の

保護など,世 界規模の範疇で社会をとらえる見方 ・考

え方(社 会をとらえるグローバルな見方 ・考え方)も

重要となってくるであろう。

　 しかしあくまでも,私 たちが暮らし生活する基盤は,

既存社会である。当然私たちが育む社会の見方 ・考え

方として,既 存社会をとらえる見方 ・考え方 も重要で

ある。むしろ,社 会をとらえる2つ の見方を区別 し,

グローバルな見方 ・考え方に傾斜 して社会をとらえよ

うとしたことが,か えってTPP問 題や二酸化炭素排出

問題など各領域における個別の社会問題を長期化 させ

複雑化 させたのではないであろうか。

　今 日のグローバル社会の構造をとらえるには,近 年

の社会変化に伴 う各領域における既存社会や世界での

影響や問題 といった内容だけでなく,私 たちのグロー

バル社会をとらえる見方 ・考え方が大切 となる。

　今 日世界の国々との関わ りは,グ ローバル化によっ

て深化 している。だからこそ,そ れ らの見方を区別 し

て考えるのではなく,他 国との関係を考えながら既存

社会をとらえた り,既 存社会の状況を考えながら世界

経済や地球環境をとらえらりす る見方 ・考え方(社 会

をとらえるグローカルな見方 ・考え方)が 必要となる。

　まず小学生においては,発 達段階を考慮して,他 国

との関係を考えながら既存社会をとらえることに重点

を置き,こ れを小学校社会科におけるグローバル社会

学習で育む社会の見方 ・考え方 と規定す る。

3.グ ローバル社会学習の 目標 ・内容 ・方法

(1)グ ローバル社会学習の教育 目標

　 グローバル社会 は,既 存の社会が グローバル化 し,

社会構造が変容す る中で,経 済 ・文化 ・環境面の様々

な問題が生 じる社会で ある。

　 この ような社会では,児 童 の認識すべ き内容は,「 グ

ローバル化」の進展 とともに,大 き く変化す ることが

予想 され る。 したが って,単 に現象面の認識 に留ま る

のでな く,既 存の社会か らグローバル社会へ変化す る

状況 を児童 自身が比較 し,主 体的 にその意味 を解釈で

きる資質 を育成す るこ とが求 め られ る。

　そのた めには,こ れ らの解釈 した こ とに基づ き,今

後の グローバル社会 に対 して,民 主社会の主権者 と し

て どうす るべ きか,社 会 を とらえるグローカルな見方

を育みなが ら自律 して判断で きる資質 を育成す るこ と

も重要で ある。

　そ こで,次 の よ うにグローバル社会学習の教育 目標

を設定す る。

　 グローバル社会 につ いて,既 存 の社会 と比較 し,

社会 を とらえるグロー カル な見方 を用 いなが ら,多

面 的 に解 釈す るこ とを通 して,今 後 の グローバル

社会 につ いて 自律 して判断 できる資質 を育成す る。

(2)グ ローバル社会学習の教育内容

　グローバル社会を学習対象にした教育内容は,グ ロ
ーバル社会の構造で示された,経 済 ・文化 ・環境面の

「グローバル化」の進展に伴 う課題が,学 習すべき内

容 となる。

　具体的には,経 済面では,自 由貿易の進展,資 本の

国際的流動化,国 際的ルールの順守等に伴い引き起こ

される 「グローバル化する経済問題」,また,異 文化交

流機会の増大,移 住者の増加等によって起こる文化摩

擦による 「グローバル化する文化問題」,そして,地 球

規模の産業構造の変化,多 国間環境問題の表出等によ

る 「グローバル化する環境問題」が学習すべき内容 と

して設定できるであろう。

　これ らに対応する事例を取 り上げ,教 材化を図 り,

指導すべき内容 として位置づけるのである。

(3)グ ローバル社会学習の教育方法

　グローバル社会を学習対象にした教育方法は,既 存

の社会か らグローバル社会へ社会構造が変化する過程

を読み解き,そ の価値を解釈する過程 と今後のグロー

バル社会に対 して児童 自らが判断 した意見を形成する

過程に分かれる。

　前者の過程では,既 存の社会 とグローバル社会の構
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造を多面的に認識す る場面 と両者の社会構造を比較

し,対 立す る価値内容を解釈す る場面が位置つく。

　後者の過程では,児 童が価値判断したことに基づき,

今後のグローバル社会に対して意見を形成す る場面と

形成 した意見を吟味する場面が位置つく。

　以上の検討から,グ ローバル社会を読み解 く学習展

開は,次 のように設定した。

①問題設定場面

・グローバル社会の問題 と学習者が認識 している問

　題の差異を明らかにした上で,学 習者の認知的不

　協和から学習問題を成立 させる。

②構造分析場面

・既存の社会構造 とグローバル社会の構造を比較 さ

　せ,各 々の要素 と要素間の関係を多面的に認識 さ

　せる。

・グローバル社会の問題に関する対立する価値内容

　をグローカルな視点を基に多面的に解釈させる。

③解釈構築場面

・グローバル社会の問題に関する選択 した価値内容

　に基づき,学 習者 自身の意見を形成する。

④解釈吟味場面

・形成 した意見について討論や話合いを行い,学 習

　者 自身が再解釈 し,自 律 した意見を形成する。

　以上の教 育 目標 ・内容 ・方 法を もとに,今 年度 は グ

ローバル化 の進 展に伴 う経済 ・文化 ・環境 の3つ の学

習内容 の内,経 済に着 目して授 業開発 を行 うことと し

た。

4.経 済面からグローバル社会を読み解 く授業開発

　現代における経済面のグローバル化は,ソ 連崩壊の

後,ア メ リカの単独覇権が確立され,グ ローバル資本

主義 としてアメ リカの市場原理主義 ・新 自由主義が,

世界各国へ導入 され広まったことによるものである。

グローバル資本主義経済では,そ の利点として自由貿

易圏の拡大に伴 う国際的分業の進展や最適国での生産

活動により,効 率的且つ低コス トの生産が可能となり,

各国の経済的発展や協力関係が強化できる点が挙げら

れる。

　他方,そ れによって,産 業における世界規模での競

争や多国籍企業による搾取,そ れに伴 う国内産業の衰

退,不 安定雇用や非正規雇用者及び失業者の世界的増

大を招く可能性が欠点として挙げられる。

　TPPな ど,自 由貿易に向けて各国の連携が高まる中,

アメ リカ主導のグローバル化に私たちはどのように対

応 してビジネスを展開していけばよいのだろうか。本

稿では企業のマーケテ ィングに焦点化 して経済の グロ

ーバル化 に対応す るグローバル社会学習の授業開発 を

行 った。

　経 済 の グローバル 化 にお け る企 業マ ー ケテ ィン グ

(以下,グ ローバルマ ーケティ ング)に は,「 標準化 ・

適合化理論」 がある2)。 この標 準化 と適合化 は,経 済

学 においては じめ二律背反す るもの ととらえ られてお

り,1950年 ごろか ら国際マーケテ ィングにお けるそれ

らの論争が繰 り広 げ られていた。その 中で も1983年 に

出 された レビッ トの 「市場の グローバル化」理論の影

響 によ り,今 日まで は 「標準化」 による合理的 ・効率

的 なグローバル戦略が重視 されて きた傾 向が ある。 し

か し,実 際 には標準化で成功 した具体例 としては,コ

カ コー ラぐ らいで あ り,コ カ コー ラも実質的 には,現

地適応 してい る要素 も併せ持 っていた。それ故,現 在

の グローバル戦略 においては,「 標準化」・「適応化 」の

両方 をバ ランス よく保つ こ とが,グ ローバル化社会 に

お ける企業戦略の1つ とされてい る。

　 この グローバルマーケテ ィングにお ける 「標準化 ・

適合化理論」を生かす ビジネス戦略 と して,「 イ ノベー

シ ョン」 とい う概念が ある。 「イ ノベー シ ョン」 とは,

シュンペー ターが提唱 した経済理論で用い られた概 念

で,「 従来の ものや仕組み,組 織 な どを改革 して,社 会

的 に意義 ある新た な価値 を創 造 し,社 会 に大 きな変化

をもた らす活動」 を指 し示す。

　 シュンペー ター は,著 書 『経済発展の理論』(1912)

において,経 済発展 に大 きな役割 を果たすの は,人 口

増加 や気候 変動な どの外的要因 よ りもイ ノベー シ ョン

の よ うな内的要因で あると し,そ の具体 として企業が

発展す るには,① 新商品を開発 し消費者 に提供す る点,

②新たな生産方式 を導入す る点,③ 新たな販売先 を開

拓す る点,④ 新た な原料の供給先 を確保す る点,⑤ 新

しい組織 を作 り上 げる点,の5つ の条件が必要で ある

と提示 した3)。

　 また,シ ュンペー ター は,そ れ らを生み 出 し(新 結

合 し),経 済成長 を起動 させ るのは,企 業家(ア ン トレ

プ レナー)で ある とし,彼 らによる既存価値の破壊 と

新たな価値の創 造(創 造的破 壊)が 経済成長の源泉 と

した。

　 この よ うに,シ ュンペー ターが説 く経済発展 にお け

るイ ノベー シ ョンの重要性は,グ ローバル化の進む今

日の国際社会 において色濃 く表れてい る。

　そ こで,経 済の グローバル化 を読み解 くグローバル

社会学習で は,グ ローバルマーケティングにおける 「標

準化 ・適合化理論」 をもとに企業のイ ノベー シ ョンに

着 目した授 業開発 を行 うこ とと した。

　開発 した単元 について は,紙 面の関係 上,商 品の標
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準化 や現地適合化 を中心 として本稿 に取 り上げた。 そ

れが,以 下に示 す 自由貿易の進 展に対す る 日本企 業の

グ ローバル マーケテ ィングのあ り方 について考え る第

5学 年 工業学習 の単元 「グローバル社会 に対応 す る 日

本企 業」(附 属東 雲小)と,コ ラボ レーシ ョンによって

生み出 され るイ ノベ ーシ ョンに着 目し,国 家戦略 とし

て打ち出 した 日本 のキ ャラク ター ビジネスの将来性 に

ついて考え る第4学 年 地域学習の単元 「グ ローバル社

会に対応 したキャ ラクター ビジネス」(附 属三原 小)で

あ る。

5.グ ローバル社 会学習に対応 した開発単元1

(1)単 元名

　 「グローバル社会 に対応す る 日本企 業～世界で戦 う

3社 のモ ノづ く りか ら～」(5学 年)

(2)単 元 目標

○　 日本経済を取 り巻 く国際的な経済事情や 日本や

　世界の経済について関心をもつことができるよう

　にする。

○　資料を基に,事 例に挙げた日本企業が重視す る

　グローバルマーケティングのポイン トや戦略を読

　み取ることができるようにする。

○　グローバル化によるメリットやデメリッ トにつ

　いて多角的にとらえ,こ れからのグローバル社会

　に生きる自分たちがどのように暮 らしていけばよ

　いか考えることができるようにする。

○　外国に進出した企業は,現 地で生産することで

　収益を上げる工夫をしていることを知るとともに

　国内の向上でも人件費の節約や人手不足などによ

　 り,外 国人の労働力に依存 しつつあることを理解

　できるようにする。

(3)単 元計画(全7時 間)

第一次　グ ローバ ル社 会って何!?(1)

第二次　 グローバル社 会 とTPP(1)

第三次　 グローバル社 会で戦 う日本企 業(4)

　　　 ・日本 を代 表す るグ ローバル企 業 ソニー

　　　 ・メダル が取れ る辻谷砲 丸

　　　 ・ワール ドカ ップ公 式球 を作 るモル テ ン

　　　 ・V字 回復!?ソ ニー

第四次　 3社 が世界に認 め られ,活 躍 で きたのは・・

　　　　 (1)

第五次 　 日本 が生き る道 とは?(1)

(4)授 業設計の視点

　 辻谷砲丸,モ ルテ ン,ソ ニーの3社 を学習材 として

取 り上げ,経 済の グローバル化 に対す る各社の企業戦

略の違い を とらえなが ら,3社 に共通す る 「モ ノづ く

りを徹底 し,製 品 に妥協 を許 さない こ とで,グ ローバ

ル化 に対応 して きてい る点」 を,グ ローバルマーケテ

ィングにお ける 「標準化 ・適合化」理論 を活用 しなが

らとらえさせたい。

　 辻谷工業は,富 士見市の商店街の一角 に位 置す る家

族経営の小 さな町工場で,陸 上競技で使 用す る砲丸,

ハー ドル,ス ターテ ィングブ ロック,バ トンな どを製

造 してい る。特 に同社が鋳物の塊か ら汎用旋盤の削 り

だ し,加 工のみで製造す る砲丸は,国 際競技規格 を満

た し,世 界で唯一完全 に真ん 中に重心が ある砲丸 と言

われてい る。オ リンピック競技用 として提供 されてお

り,事 前の規格審査 を無審査で通過す る精度 と信頼 を

持 ってい る。辻谷砲丸 は,誰 もまねで きない製品 を作

り続 けるこ とで,世 界市場の 中に生 き残 り続 けてい る。

企業の存在意義,存 在価値 として徹底 した商品 を作 り

続 けることで,企 業の個性 を際立たせて,グ ローバル

化 を果た してい る。

　 モルテ ンは,広 島に本社 を置 く企業で ある。昭和30

年代,茶 色一色だ ったサ ッカーボール を白 と黒のまだ

らのサ ッカーボール を売 り出 した。それは地面 との色

の違いが分か りやすい こと,ボ ールが 目立 って観戦 し

やすい等の理 由か ら,日 本 中に浸透 した。その後,モ

ルテ ンは世界的なスポー ツ用品 メーカー となった。特

にボール は,バ レーボールやバスケ ッ トボール,サ ッ

カーな どの国際大会な どで公式球 として使用 され,有

名 で ある。2006年 のFIFAワ ール ドカ ップ ・ドイ ツ大会

の公式球 「チームガイス ト」や南ア フ リカ大会の公式

球 「ジャブラニ」な どは,モ ルテ ンか らアデ ィダスへ,

OEM供 給 され ている。ワール ドカ ップ ・ドイ ツ大会で

採用 された 「プ ラスチー ムガイス ト」 は,ひ ょ うたん

とス ク リューの よ うな形 を した2種 類のパネル14枚 を

特殊な技術で熱接合 した。縫い 目がないた め,ボ ール

の表面はな め らかで硬 さも均一 となった。その結果,

ボールが球体 に限 りな く近づ き,サ ッカー選手の技術

が生かせやすいボール とな り,ボ ールの コン トロール

性 だけでな くス ピー ドもア ップ し,「 サ ッカ ーを変 え

る」 とまで言われた。

　 辻谷砲丸 とモルテ ンについては,企 業規模 も本社の

場所 も異な るが,地 域 に軸足 を置 きなが ら企業利点 を

追究 し伸ばす こ とによって,こ れ まで世界 に認 め られ

活躍 していた企業で ある。 しか し,モ ルテ ンと辻谷砲

丸 には,次 の よ うな大 きな違いが ある。

　 辻谷砲丸は,誰 にもまねで きない磨 き上 げた匠の技
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術力 に支え られ た世界最 高品質 の砲 丸 を供 給す ること

で,砲 丸におけ る 「標 準化 」を勝 ち取 り,グ ローバル

社会 に対応 してい る。

　他 方,モ ル テ ンは世界水準の精緻 なボール づ く りは

さることなが ら,ス ポーツ製 品の世界企 業であ るアデ

ィダスにボール をOEM供 給 し,グ ローバルマー ケテ ィ

ングの 「適合化 」 もね らって展 開す ることで,グ ロー

バル社 会に対応 してい る。

　 ソニーは,独 特の発想 と技術 力 を武器 に トランジス

タ ラジオや,ウ オー クマ ンな どの製 品を開発,販 売 し,

海外 に大量に輸 出 した ことで,ト ップ レベル のブ ラン

ドイメージを作 ることに成 功 した企 業であ る。 しか し

なが ら,近 年 そのブ ラン ドが仇 とな り,特 に薄型 テ レ

ビでは低価格競争 について行 けなかった り,ブ ラン ド

力のあ る商品に固執 して しまった りした ことで開発 競

争 に出遅れ,薄 型 テ レビの 「標 準化 」 を得 ることに失

敗 した。 しか し現在,自 社独 特の技術 を磨 き製 品化 し

た り,他 社 にない もの を開発 した りす ることで再び注

目され始めてい る。 ソニーの原 点であ る 「技術 の ソニ

ー」に立ち返 り,技 術 力を押 し出 し業績 回復 を図って

い る。

　 ソニーを取 り上げ る理 由としては,グ ローバル社 会

で生き残 ってい くための標 準化 と適合化 を とらえや す

い点があげ られ る。20年 前 くらい前まで 日本 の家電企

業は,安 さと性 能か ら標 準化 を勝 ち取 り,い い ものを

作れ ば売れ るとい う考 えが主流 であった。 グローバ ル

化 が進 み適合化 の重要度 が高まった結果,近 年 「適合

化 」に重点を置 いた韓国企業のマーケテ ィング戦略に

押 され,ソ ニーをは じめ とす る 日本 の家電企 業は,赤

字に転落 した。 しか し,そ の 中で もソニーは,業 績 を

少 しずつではあ るが回復 しつつあ る。 それは,自 社 の

強みであ る独 自性 を生か した技術 に よって,適 合化 を

意識 しつつ も,新 たな標 準化 の形成 に力 を入 れた戦 略

を展 開 し始 めたか らであ る。今 現在 の ソニーの取 り組

みの一端 を学習す ることで,企 業がグ ローバ ル社会 で

生 き残 ってい く方法 として,標 準化 と適合化 のバ ラン

ス を考えなが ら,自 社 の強みを生か した戦略を行 う必

要性 を児童 は学び取 ることができ る。

　 3社 に共通 して言 えることは,た ゆまぬイ ノベーシ

ョンが グローバル社会で は必要で ある とい うこ と,自

社の強み を徹底的 に磨 き,妥 協 を許 さないモ ノづ く り

を行 うこと,こ の2点 が 日本企業で グローバル社会で

生 き残 るポイ ン トだ と気付かせたい。

　 そ こで,経 済面での グローバル化の様子や既存社会

への影響 ,そ の対応策等 を基 に,グ ローバル化 とい う

「流行」(社 会変化)だ けで な く,経 済活動の 「不易」

(標準化,適 合化)を 通 して,児 童が グローバル社会

の 中でその一員 として生 きぬ くた めの資質 を育む授 業

を形成 してい く。

　 まず,子 どもの グローバル化 に関す る児童の素朴概

念 を,児 童の経験や既習知識な どか ら表 出させ るこ と

が必要で あると考 える。その 出て きた素朴概念 を基 に

グローバル化社会の構造 について知 った後 に,グ ロー

バル化社会の利 点,欠 点 を既習知識や資料 を基 に,調

べ考 える活動 を入れ る。 さ らには,産 業学習(農 林水

産業,工 業,情 報 産業)の 学習経験 を活か した うえで,

グローバル化が進んだ歴史的背景 も踏ま えてい く。

　 その後,具 体的 にグローバル化社会 を考 えてい くた

めに 日本の 中心産業 を担 うグローバル企業の事例 を複

数提示す る。それ らの企業 について,「 標 準化」 「適合

化」の2つ の視点か ら企業の グローバル対策 を見 える

よ うにす る とともに,複 数企業の共通点 を見 出す こ と

でそれ をと らえ られ るよ うな場 を設 ける。そ して,企

業の グローバル対策 を成功例だ けでな く,失 敗例 も踏

ま えて提示す る。その過程の 中で,「 標準化」 「適合化」

は,グ ローバル社会だ けにあてはま るこ となのか,と

問 う場 を設定す るこ とで,そ れ らが経済活動 を行 う基

盤 で あるこ とを認識で きるよ うにす る。

　 さらに発展 と して,グ ローバル化社会 において,企

業 はどの よ うに経済活動 を行 ってい けばよいのか,学

習 した 「標 準化」や 「適合化」や,3社 の取 り組み を

参考 に しなが ら考 える。

(5)本 時の目標

　学習 した3社 の共通点と相違点についてまとめる学

習を通 して,日 本企業がグローバル社会で生き残るた

めにしている工夫について理解するとともにこれか ら

の 日本企業の生きる道について考えることができる。

(6)本 時の展開(第 五次第1時)

学習活動 と内容 教師の働きかけ

1.グ ローバル社会 での企業 戦略について想 起す る。 1.学 習内容を想起しやすいように,学 習内容に関する

《標準化に特化 して生き残 る企業》 資料 を提示 した り,言 葉 がけを した りす る。

・徹底 した商品の磨き上げを行 う辻谷工業 ・それぞれの企業の特徴について捉えることができる

《標準化 と適合化を併せ持つことで生き残 る企業》 よ うにす る。
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・他社が真似出来ない商品を開発 しながらもOEM ・標準化 と適合化について具体的な企業を学習材にし

供給 を行 うモル テ ン。 て,学 習 してきた内容 について整 理で きるよ うにす

《グ ローバル企業 としての地位 を築 き,そ れ を維持 る 。

しよ うとす る企業》。

・近年の世界市場での苦戦からV字 回復をね らう

グ ローバ ル 企 業 ソニ ー。

なぜ これ らの企 業は,グ ローバル社 会で生き残 ることができ るのだ ろ うか?

2.3社 のグ ローバル化 への対策 の共通 点を探 る。 2.こ れ までに学習 した ことや,資 料 を基 に考 えるこ と

・品質 に こだわ り,妥 協 のない製 品づ く り。 ができ るよ うに,以 下の手立てを行 う。

・世界 の人がその品質に一 目おいてい る。 ・班 の活動 を行 い ,考 えに くい児 童に も思考 を促 す。

・企 業の独 自性 を出 して ,個 性 を伸 長す るこ とで ・各企 業が ,世 界の人に認 め られ る品質で あ り,他 社

自社製 品を売 り出 してい ること。 がまねできない製品を製造している点を押える。

・ほかの会社 が真似 できない技術 があ る。 ・たゆまないイ ノベ ーシ ョンと企業の個性 の大切 さを

・世界 的な舞 台での活躍 があ る。 併せ持 って考 える ことができ るよ うにす る。

3.変 えている部分,変 えていない部分 で集約す る。 3.企 業が経済活動を維持していくために世界や現地の

《変えている部分》 要求にあった弾力的な製品づ くりをしてい るととも

・現 地ニーズへ の対応。・世界企 業 との協力。 に,そ の裏で妥協のない製品づくりをすることで世界

《変えてない部分》 の企業を相手に生き残ってきていることが分かるよう

・妥 協のない製 品づ く り にす る。

4.変 えていない部 分 とは一体何 か,な ぜ変 えないの 4.標 準化 と適合化について,具 体的な事例を基に考え

かを考 え る。 ることができ るよ うにす る。

・最先端技術が盛 り込まれた製品を売 り出す為。

・他社では真似できない技術で世界で勝負す る。

5.共 通 点がグ ローバル企 業だ けに言 えるこ となのか 5.標 準化 と適合化 について,工 業学習で学んだマ ツダ

考 え,他 の産業,企 業 での具体例 を確認す る。 などの事例を基に一般化 して考え,他 の企業や産業に

・マツダや ,カ ル ビーな どの地元企 業 もあてはめて考え ることができ るよ うにす る。

6.グ ローバル化 とい う社会 変化 の 中で,日 本の産業 6.グ ローバル化社 会で企業が生 きてい くた めに大切 に

を維持 していく上で大事なことは何を考える。 す べき ことを考 え ることができ るよ うにす る。

6.　 グ ローバル社会 学習に対応 した開発 単元1

(1)単 元名

　 「グローバル社会に対応 したキャラクター ビジネス」

(4学 年)

(2)単 元 目標

○　各都道府 県及 び熊本 県の広報 活動,各 キャラク

　ターの特徴や戦 略等について,関 心 をもて るよ う

　にす る。

○　 「くまモ ン」がキ ャラクター ビジネス と して 日

　本 で成 功 してい る要因について考 えることがで き

　る よ うにす る。

○　資料 を通 して,熊 本 県の 「くまモ ン」 を用いた

　キャ ラクター ビジネスを,グ ローバル 化 に対応 し

　たマーケテ ィング戦略 として とらえ,そ の将来性

　について読 み取 ることができ る。

○　熊本 県のキ ャラクターで ある 「くまモ ン」 は,

　キ ャラクターその ものの もつ魅力 に加 え,キ ャラ

　 クター使 用料が無料で あ り,地 域の特色 が全面 に

　出ていないデザイ ンで あるこ とによって,日 本で

　のキ ャラクター ビジネス において成功 をお さめて

　い る点 を理解 で きるよ うにす る。

(3)単 元計画(全7時 間)

第一次 　地方文化 を担 う 「ゆるキャラ」た ち

　　　 ・広島県の広報活動(1)

　　　 ・47都 道府 県の ゆるキャラた ち(2)

第二次　熊本県の 「くまモ ン」のひみつ

　　　 ・「くまモ ン」の特徴(1)

　　　 ・熊本県庁の広報戦略(2)

第三次 　グローバル化 に対応 した キャラクター ビジ

　　　 ネス

　　　 ・これか らの キャラクター ビジネス(1)
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(4)授 業設計 の視 点

　本 単元では,キ ャラクターの もつ文化 的 ・経済的側

面の うち,経 済面に焦点を当て,都 道府 県や 企業で行

われ てい る 日本 のキ ャラクター ビジネスの取 り組 みを

取 り上げ る。 このキ ャラクター ビジネスは一般 的に,

キ ャラクターを使用 した商品化や広 告販促 な どの ライ

セ ンスに よる売 り上げで収益 をあげ るものであ るが,

近年 「ゆ るキ ャラ」の よ うにキャ ラク ターに よって地

域活性化 を目的 とした使 われ方 をしているものもある。

　 まず第一次では,近 年 各都道府 県の広報活 動の一つ

に 「ゆ るキャ ラ」があ ることを確認 させ る。

　 一般 的に,「 ゆ るキャ ラ」とは,体 の一部 に名 産品が

入 っていた り,着 てい る服がその県の特産品であった

りす ることが多 く,各 都 道府 県が宣伝 しよ うとしてい

ることが一見 して分 か るよ うになってい る。2013年 の

新語 ・流行語では,「 ゆるキャラ」と関連 した 「ご当地

キ ャラ」が ノミネー トされてい る。

　 ここでは,「 ゆ るキャ ラ」を通 して,児 童の学習に対

す る興味 ・関心を喚起 してい く。

　 第二次では,「 ゆるキャラ」 の中で も 「PRキ ャ ラク

ター ・ブラン ド調査2013」(株 式会社RJCリ サーチ)に

おいて,PRキ ャラクター総合力1位 となっている熊本

県の 「くまモ ン」に着 目し,グ ローバル化 を見据 えた

熊本 県の 「くまモ ン」に よる広報 戦略 を追究 させ る。

　 「くまモ ン」がキ ャラクターブ ラン ドの1位 になれ

た背 景には,キ ャ ラクター利用料 が,無 料化 されてい

る点があ る。利 用料 を有料にす れば,そ の分 「くまモ

ン」を生み出 した熊本 県には収入 が増 えるに もかかわ

らず,な ぜ 熊本 県は利 用料を無料化 したのだ ろ うか。

　 これは,熊 本 の西瓜や 馬刺 しの よ うな特産物な どを

もとに,直 接熊本 をPRす るこ とよ りも,「 くまモ ン」

とい うキ ャラクター を通 して,間 接的 に熊本県 をPR

す るほ うが有効 だ と した発想 か らであ る。 た とえキ ャ

ラクターの知名度 が低 くて も,企 業に とっては利用料

が無料であ り,熊 本県のキャラクター とい う信用 か ら,

利用す る企業 は現れ る。実際 に企業の売 り上 げあがれ

ば,企 業 と熊本県の両者 に利 が得 られ,さ らに活用す

る企 業を増やす ことも可能 となる。実際に 「くまモン」

の 関連商品は,現 在1万 件以上 になってい る。

　また,「 くまモ ン」のデザイ ンは,他 の 「ゆるキャラ」

と違い,地 域の特色が全面 に出ていない点が大 きな特

徴で ある。黒一色のデザイ ンで ある点 は,企 業 にとっ

て コラボ商品 を作 りやすい要因 となってい る。先 に述

べた よ うに,通 常,他 県の ゆるキャラでは体の一部 に

名産品が入 っていた り,着 てい る服がその県の特産品

で あった りす るこ とが多い。 しか し 「くまモ ン」 は,

キャラクターの もつかわい らしさはもちろんの ことな

が ら,そ の よ うな縛 りがな く自由度が高い ことも,広

く活用 され る要因 とな ってい る。

　 この よ うに,第2次 で は 「くまモ ン」が キャラクタ

ー ビジネス として 日本で成功 してい る要因 について追

究 してい きたい。

　第三次では,熊 本県の 「くまモ ン」の キャラクター

ビジネス を,グ ローバル化 に対応 したマーケテ ィング

戦略 と しての将来性 について考 えさせてい きたい。

　今年度か ら 「くまモ ン」は,日 本だ けで なく海外 に

も進 出 し,自 動車会社 とコラボ を した り,海 外 メデ ィ

ア に取 り上げ られた りす るな ど してい る。現段階では

十分 にグローバル化社会へ対応 す るまで には至 ってい

ないが,今 後 グローバル化 に対応で きる 日本の ビジネ

ス として,大 きな可能性が ある点 に気づかせたい。そ

して,熊 本県の キャラクター ビジネスが,熊 本県だ け

で なく 日本のPRに もつなが る,ク ール ジャパ ン戦略の

さきがけ として期待 されている点 にも気づ かせたい4)。

(5)本 時の 目標

　 「くまモ ン」 を用いた キャラクター ビジネスが,グ

ローバル化 に対応 したマ ー ケテ ィ ング戦略 とな る よ

う,そ の将来性 について考 えるこ とがで きる。

(6)本 時の展 開(第 三次第1時)

学習活動 と内容

1.熊 本 県のキャ ラクター ビジネス戦略について確認

す る。

　 ・「くまモ ン」 の使用料 を無料化にす ることで,多 く

　　企業 が 「くまモン」を使 用 した関連 商品 を作 り,

　　熊本 の ことをPRに つ ながっている。

2.提 示 資料(フ ランスジ ャパ ンエキスポでの様 子)

か ら,「 くまモ ン」が海 外 に進 出 してい る様 子 につい

て知 る。

教師の働きかけ

1.多 くの企 業が熊本 をPRし てい ることや キャラクター

の人気,経 済効果 の秘密 について,熊 本県庁の戦略 を

確認 させ る。

2.「 くまモ ン」が 日本 国内で知名度 が高いだけでな く,

近年海外 へ とビジネスを広 げてい ることに着 目させ,

　どの よ うに海外 へ進 出 してい るか について興味 を持た

せ る。
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海外 で も 「くまモ ン」が有名 にな る方 法について考 えよ う。

3.「 くまモン」が 日本国内で成功 してい る現状か ら海

外 で も有名 にな るための方法 を考え る。

　 ・海外 で も使用料 を無料 にすれ ばいい。

　 ・日本 国内 と同 じよ うに海 外のい ろい ろな商品 との

　　コラボ商品を作 って もら う。

　 ・海外 で熊本 県産 の もの を使 って もら うこ とは難 し

　　い。

4.資 料(蒲 島知事 のイ ンタビュー ・くまモ ンの海外

　関連 商品等)か ら,海 外進 出に向けた取 り組み につ

いて読 み取 り,海 外 で 「くまモ ン」が有名 にな るた

　めの方 法について話 し合 う。

　 ・「くまモ ン」 のことを もっ と知っても らうために記

　　事 にな るよ うな宣伝 をす る。

　 ・使用料 が無料 であ ることをア ピール し,そ れぞれ

　　の国に合 わせ た使 い方 ができるよ うにす る。

　 ・デ ザイ ンや動 きの 日本 ら しい可愛 ら しさを強調す

　　る。

5.「 くまモン」が海 外進 出す るた めの キャラクター ビ

　ジネ スの将来性 につ いて考 え る。

3.既 習 内容 か ら,海 外 で も有名 にな る方法 について考

　え させ る。

　 ・熊本 県の戦略についてま とめた もの を板 書 し,日 本

　　国内での戦 略につ いて再度 お さえ る。

　 ・日本 での戦略を,そ のまま海 外で行 うこ との難 しさ

　　に も着 目させ る。

4.蒲 島知事 の海 外進 出に向けて,将 来 を見据 えた戦略

　を資料 か ら読 み取 らせ る。

　　また,海 外 での コラボ商品(BMWミ ニ,バ カ ラ,

テデ ィベ ア等)や 海外 での広報活動(ジ ャパ ンエ キス

　ポ,ハ ーバ ー ド大での宣伝 等)な ど,勢 力的 に海外で

の売 り込みを し,海 外 の記 事 に取 り上げ られ るほ どに

　な り,徐 々 に有名 にな って きてい るこ とを理解 させ

　る。

5.ク ール ジャパ ンの取 り組 み について紹介 し,「 くまモ

　ン」がその さきがけ として期待 されてい ることに気付

　かせ る。

※ 「くまモ ン」が海外進 出す るためのキ ャラクター ビジ

　ネ スの将来性 について考 える ことができたか。

6.お わ りに

　本研 究では,グ ローバ ル社会 に対応 した国家 ・社 会

の構 造を認識す る授 業 を構成す るに当た り,第1年 次

の本年度 は① グローバル化す る社 会を構 造的に とらえ

ること,② グ ローバ ル化 の要因について考 えること,

③規 定 したグ ローバル社 会の構 造 をもとに,各 附属 で

授 業開発 し実践 す ること,に 焦点 を当てて行 った。 そ

の成 果 と課題 を以下に示 す。

　 第1に,グ ローバ ル社 会の構 造に関 しては,こ れ ま

での先行研 究や グ ローバ ル化 に よって生 じた今 日の社

会問題や その要因 を整理 ・分析 して考察 した。

　 その結果,今 日の グローバル化 は,既 存の社 会が グ

ローバル化 に伴 って,社 会構造 が変容す る中で,主 に

経済面,文 化 面,環 境面においてその影響 が顕在化 し

社会 問題 にまで発展 してい ることがわかった。

　本研 究では,既 存 の社 会が,近 年 の情報 通信 技術 の

進展 等に伴 い,人,物 資,情 報 の国際移動 が増加す る

ことでグ ローバル化 し,経 済面,文 化 面,環 境 面にお

いて様 々な課題 が表 出す る社会 を 「グ ローバ ル社会 」

とした。 その上で,グ ローバル社会 の構 造や 我々への

影響,そ の要因を とらえ,未 来社 会について考えてい

く学習を,「 グローバル社 会学習」 と定義 した。

　 第2に,グ ローバ ル化 の要因に関 しては,国 際的な

移動やそれによる各国の相互依存性の増大 といった社

会変化だけでなく,こ れまで各国が 自国における既存

の経済や文化,環 境の発展や維持 といった既存社会の

範疇に限定 した各領域における既存社会のローカルな

要因があることがわかった。

　また,情 報化等により,世 界各国の人々が容易に他

国の状況を知ることが可能 となったことで,貿 易の 自

由化や地球環境の保全など,各 領域における人々が と

らえるグローバルな社会の見方は広がったが,既 存社

会をとらえるローカルな社会の見方もこれまで同様に

存在 した。

　このような,急 速な社会変化に伴って生 じた人々の

社会をとらえる2つ の見方が,TPP問 題や二酸化炭素

排出問題な ど各領域における個別の社会問題 を引き起

こしてお り,グ ローバル社会の構造をとらえるには,

近年の社会変化に伴 う各領域における既存社会や世界

での影響や問題 といった内容,社 会をとらえる私たち

のローカルな見方 とグローバルな見方が重要となるこ

とがわかった。

　他方,今 日のグローバル化を とらえる上で挙げた

「経済」,「文化」,「環境」 といった領域は,我 々の社

会を構成する上で複雑に関連 し合 う一方,グ ローバル

化の影響としては,そ れぞれ異なる形で社会問題を生
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じさせている。既存社会における 「経済」や 「文化」,

「環境」に影響を与えている内容は,各 領域で異なる

のではないかとい う見解 も得 ることができた。

　第3に,授 業開発に関しては,先 の見解 を踏まえ,

規定したグローバル社会の構造を基に,本 年度は経済

面に焦点を当て取 り組むことにした。またグローバル

化によって生じる経済問題には,グ ローバル化に伴 う

市場の拡大による日本企業や 日本社会の影響を取 り上

げ,グ ロバルマーケティングにおける 「標準化 ・適合

化理論」をもとに,企 業のイノベーシ ョンに着 目した

授業を開発することにした。

　今回,日 本企業のグローバルマーケティング戦略や

キャラクタービジネスの戦略を通して,グ ローバル化

が与える既存社会への影響や今後のグローバル社会で

生き抜くための活路について考え,グ ローバル社会お

いて児童の自律性や判断力の育成 を目指す授業開発を

めざした。

　その結果,経 済面のグローバル化においては,い か

にしてアメ リカによって構成 された新 自由主義に基づ

く資本主義経済の枠の中に適合 し,標 準化 を勝ち得 る

ことができるかが大きなカギとな り,そ のためには,

製品開発や企業間連携による新たなビジネスの創出な

ど,飽 くなき追究が必要だとい うことが分かった。

　また,グ ローバル化に関す る新社会科単元を構成す

る点に関しては,小 学校段階の児童の場合,「 経済」,

「文化」,「環境」に関連する既存の単元の発展として

用いる方が,発 達段階的に有効ではないかとい う見解

も得 ることがで きた。

　 しか しなが ら,今 回開発 した どち らの授業 に関 して

も,企 業の見方 に執着 しす ぎるた め,既 存の社会の変

容 として,日 本社会の影響 について考 える過程が乏 し

い。この点は,グ ローバル化す る社会 を児童が理解 し,

目指す資質 を児童 に育む上で重要 な過程で あるので,

今後の課題 として挙 げたい。

　他方,今 回 は,私 た ちが規定 した グローバル社会の

構造の 「経済面」 による授業化 に とどま ってい る。今

後 は 「文化 面」,「環境面 」の授業化 に取 り組み なが ら,

規定 した グローバル社会の構造 を見直 してい く一方,

それ らの領 域 に与 えるグローバル化の要因 について追

究 してい きたい。

　　　　　　　　　　　【註】

1)例 えば,次 の よ うなものが ある。

　 ・マ ンフ レッ ド・B・ ステ ィーガー(2005)『 グロー

　　バ リゼー シ ョン』岩 波書店

　・トーマ ス ・フ リー ドマン(2008)『 フラッ ト化す る

　　世界』 日本経済新聞 出版社

2)「 標準化 ・適合化」理論 については以下を参照 した。

　・グローバルマー ケテ ィング研究会(2009)『 日本企

　　業の グローバルマーケテ ィング』 白桃書房

3)シ ュンペー ター(1977)『 経済発展 の理論(上 ・下)』

岩 波書店

4)熊 本 県庁 チー ム くまモン(2013)『 くまモ ンの秘密

～地方公務員が起 こ したサプ ライズ～』幻冬舎新書
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